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比べて 3分の 1程度と、男性の育児参加が進んでいないことが分かる。  
また、厚生労働省 (2012)が発表する「平成 23年度雇用均等基本調査」で
は、育児休業利用制度の利用状況において、女性は 87.8%と平成 22年度調査の












































































































と産後 6 か月の比較により、 6 か月の母親の育児ストレスと夫婦の要因との関




































第 2 章 研究Ⅰ 方法  
 
1.  調査対象  
 近畿地方の保育園 1 園、子育て広場 1 ヶ所、保健センター 2 ヶ所（ 4 カ月健
診・1 歳半健診）、その他紹介により 0 カ月 ~24 カ月の子どもを持つ調査協力に
同意が得られた母親を対象に質問紙調査を行った。  
協力者総数は 162 名であった。 162 名のうち、フェースシートの記入漏れ、
または同一の尺度内に欠損値が 3 つ以上あった 35 名を除いた 127 名のデータ
を使用した。有効回答率 78.4%であった。  
母親の平均年齢は 32.0 歳（ SD=5.09,範囲 20-46 歳 ,最頻値 29 歳）、子どもの
平均年齢は 9.6 カ月（SD＝ 6.52,範囲 2-24 カ月 ,最頻値 4 カ月）、家族形態は核
家族が 119 世帯（ 93.7%）、拡大家族（三世代同居）もしくは複合家族（核家族
や拡大家族に別の大人（子から見た叔父、伯母など）が同居）が 8 世帯（ 6.2%）、
家族以外で子育てを助けてくれる社会的資源があると答えた母親は 106 名
（ 83.4%）、家族以外で子育てを助けてくれる社会的資源がないと答えた母親は
21 名（ 16.5%）であった。なお調査期間は 2013 年 6 月～ 11 月であった。  
 






目から構成されている。回答は「いつもしている (1 点 )」～「全くしない (4




ってくれないので不満である」など 6 項目を作成し、「あてはまる (1 点 )」
～「あてはまらない (4 点 )」までの 4 段階で回答を求め得点化した。  
 3)育児ストレス尺度：佐藤・菅原・戸田・島・北村  (1994)の育児ストレス尺
度を用いた。生後 6 ヶ月児をもつ母親用の尺度で 22 項目 2 下位尺度から
構成され、信頼性が検証されている。「非常に悩んでいる (4 点 )」～「全く
悩んでいない (1 点 )」までの 4 段階で回答を求め得点化する。本研究では
24 カ月までの子どもを持つ母親を対象としているため、「離乳がすすまな
い」という項目を「離乳がすすまない・食が細い」に変更し、実施した。  




されている。「全くその通りだと思う (5 点 )」～「ぜんぜんそう思わない (1
点 )」までの 4 段階で回答を求め得点化した。  







という 3 項目を除外した 12 項目を「全くそう思わない (1 点 )」～「非常に
(4 点 )」までの 4 段階で回答を求め得点化した。  
 6)母親であることの満足感尺度：「 1~10 点のうち、あなたは母親として、ど
の程度満足していますか？」という項目を作成し、「 1(低 )」～「 10(高 )」ま
での 10 段階で回答を求め得点化した。  
 7)父親への満足度：「父親として、現在の夫に点数をつけるとしたら何点です
か？」という項目に「 1(低 )」～「 10（高）」までの 10 段階で回答を求め得
点化した。  
 8)夫婦関係満足度尺度：諸井 (1996)が作成した、夫婦関係満足度尺度の 6 項
目を「かなりあてはまる (4 点 )」～「ほとんどあてはまらない (1 点 )」まで






















第 3 章 研究Ⅰ 結果  
 
1.  心理的要因となる構成概念の検討  
「父親の育児家事行動」は、父親の育児得点合計と父親の家事得点合計から




































2.  被験者の特性別、心理的要因の差の検定  
本研究で実施した質問紙の被験者全体の平均と標準偏差を表 2、表 3 に示す。  
 母親の年齢を平均年齢の±1SD で 3 群に分けた。低群では 20~27 歳、中群で
は 28~36 歳、高群では 37~45 歳と定めた。母親の年齢と心理的要因の平均値
の差の結果を表 4 に示す。また、家族形態（核家族か拡大家族か）、子ども
の年齢（ 0~5 ヶ月と 6~24 ヶ月）、子どもの出生順位（第一子かそうでない
か）、社会的資源の有無について心理的要因の各尺度の平均得点がこれらの
群間で異なるかを検討した。家族形態（核家族か拡大家族か）、子どもの年
齢（ 0~5 ヶ月と 6~24 ヶ月）、子どもの出生順位（第一子かそうでないか）、
社会的資源の有無による群間の各心理的要因得点の差を検定した結果をそ
項目内容 Ⅰ Ⅱ
5 . 主 婦 が 仕 事 を 持 つ と 、 家 族 の 負 担 が 重 く な る の
でよくない。
.790 .202
4 . 女 性 の 居 る べ き 場 所 は 家 庭 で あ り 、 男 性 の 居 る
べき場所は職場である。
.753 .321




3 . 主 婦 が 働 く と 夫 を な い が し ろ に し が ち で 、 夫 婦
関係にひびがはいりやすい。
.698 .093








1 0 . 娘 は 将 来 主 婦 に 、 息 子 は 職 業 人 に な る こ と を 想
定して育てるべきである。
.550 .232
1 4 . 経 済 的 に 不 自 由 で な け れ ば 、 女 性 は 働 か な く て
もよい。
.491 .115
2 . 結 婚 生 活 の 重 要 事 項 は 夫 が 決 め る べ き で あ る 。 .483 .065
9 . 男 の 子 は 男 ら し く 、 女 の 子 は 女 ら し く 育 て る こ
とが非常に大切である。
.441 .180
8 . 子 育 て は 女 性 に と っ て 一 番 大 切 な キ ャ リ ア で あ
る。
.410 -.118
1 3 . 女 性 は こ ど も が 生 ま れ て も 、 仕 事 を 続 け た ほ う
がよい。
.048 .649




7 . 家 事 は 男 女 の 共 同 作 業 と な る べ き で あ る 。 .152 .606




表 1 　 平等主義的性役割態度スケール短縮版の因子分析の結果 （ バリマ ッ クス回転 ）
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れぞれ表 5、表 6、表 7、表 8 に示す。  
 家族形態、子どもの年齢、子どもの出生順位、社会的資源の有無と心理的





また、母親の年齢の各群（ 3 水準）で各心理的要因について 1 要因分散分析
を行った結果、有意な差異が見られなかった（表 4）。  
 










































表 4 母親の年齢と心理的要因の平均値の差  




表 6 子どもの年齢と心理的要因の平均の差  
 
平均値 SD 平均値 SD F t
育児ストレス 33.88 8.56 37.63 12.34 2.13 -1.16
育児家事満足度 14.30 2.19 14.50 2.56 0.59 -0.25
父親の得点 7.71 1.83 7.88 3.00 1.37 -0.24
母親としての満足度 6.74 1.91 5.63 2.72 1.47 1.56
夫の家事全般 2.40 0.89 2.25 0.89 0.01 0.47
夫の育児全般 2.97 0.67 2.88 0.64 0.09 0.41
主観的幸福感 37.21 4.02 36.13 3.68 0.05 0.74
夫婦関係満足度 19.03 3.25 19.13 6.08 5.22 * -0.04
平等主義的性役割態度 51.34 9.13 57.50 9.77 0.15 -1.84
核家族群 拡大家族群
 *p < .05
平均値 SD 平均値 SD F t
育児ストレス 34.16 8.91 34.09 8.85 .16 .042
育児家事満足度 14.15 2.24 14.45 2.17 .09 -.76
父親の得点 7.43 2.04 7.98 1.75 2.90 -1.66
母親としての満足度 6.18 2.13 7.12 1.72 3.85 -2.73 **
夫の家事全般 2.41 0.97 2.38 0.80 3.33 .20
夫の育児全般 2.97 0.71 2.97 0.63 .00 -.02
主観的幸福感 36.55 3.77 37.68 4.14 .00 -1.60
夫婦関係満足度 18.61 3.30 19.42 3.58 .35 -1.32
平等主義的性役割態度 51.57 9.19 51.86 9.39 .06 -.18
0～5ヵ月群 6～24ヵ月群
**p < .01
平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD F
育児ストレス 34.36 10.32 33.70 7.98 34.96 9.72 .21
育児家事満足度 14.48 2.16 14.35 2.18 14.07 2.34 .26
父親の得点 7.32 1.86 7.88 1.62 7.66 2.53 .81
母親としての満足度 6.46 1.53 6.82 1.89 6.48 2.49 .47
夫の家事全般 2.44 1.08 2.42 0.80 2.28 0.92 .33
夫の育児全般 2.96 .68 3.01 0.63 2.86 0.74 .54
主観的幸福感 36.08 3.52 37.31 3.91 37.66 4.51 1.19
夫婦関係満足度 19.08 3.57 19.32 2.96 18.29 4.44 .90




表 7 子どもの出生順位と心理的要因の平均の差  
 
表 8 社会的資源の有無と心理的要因の平均の差  
 













平均値 SD 平均値 SD F t
育児ストレス 35.31 9.42 32.65 7.91 3.05 1.67
育児家事満足度 14.66 2.11 13.89 2.25 0.25 1.96
父親の得点 7.74 1.88 7.69 1.96 0.14 0.15
母親としての満足度 6.82 1.75 6.49 2.21 4.90 * 0.92
夫の家事全般 2.49 0.87 2.28 0.89 0.32 1.38
夫の育児全般 2.97 0.71 2.97 0.62 0.85 0.05
主観的幸福感 37.26 3.48 37.00 4.56 3.71 0.36
夫婦関係満足度 19.54 3.43 18.47 3.43 1.11 1.74
平等主義的性役割態度 52.12 9.08 51.26 9.52 0.84 0.52
第一子群 第一子でない群
 *p < .05
平均値 SD 平均値 SD F t
育児ストレス 33.91 9.15 35.26 7.01 1.58 -.61
育児家事満足度 14.27 2.29 14.52 1.72 2.38 -.48
父親の得点 7.73 1.93 7.67 1.80 0.00 .13
母親としての満足度 6.77 1.96 6.15 2.01 0.00 1.29
夫の家事全般 2.36 0.92 2.57 0.68 3.97 * -1.24
夫の育児全般 2.97 0.67 2.95 0.67 0.42 .12
主観的幸福感 37.46 3.94 35.57 3.97 0.21 2.00
夫婦関係満足度 18.97 3.49 19.38 3.37 0.21 -.49












表 9 心理的要因間の関連  
 
表 10 下位尺度を含む心理的要因間の関連  
 





育児家事満足度 父親の得点 母親としての満足度 夫の家事全般 夫の育児全般 主観的幸福感 夫婦関係満足度 平等主義的性役割態度
育児ストレス .023 -.062 -.325** .081 .129 -.445** -.167 .149
育児家事満足度 .454** .150 .581** .433** .191* .349** -.033
父親の得点 .405** .387** .499** .308** .537** -.206*
母親としての満足度 .221* .217* .445** .289** -.174
夫の家事全般 .547** .120 .148 .020
夫の育児全般 .176* .256** -.192*
主観的幸福感 .448** -.100
夫婦関係満足度 -.192*

























育児ストレス（子ども関連） .567** .035 -.060 -.207* .048 .132 -.215* -.110 -.208* .320** -.126 .083 .055
育児ストレス（母親関連） -.011 -.062 -.395** .091 .091 -.304** -.332** -.281** .487** -.183* .146 .150
育児家事満足度 .454** .150 .581** .433** .200* .011 .240** -.115 .349** -.060 .059
父親の得点 .405** .387** .499** .342** .094 .205* -.248** .537** -.179* -.172
母親としての満足度 .221* .217* .353** .265** .184* -.393** .289** -.134 -.194*
夫の家事全般 .547** .124 -.003 .097 -.113 .148 .018 .015
夫の育児全般 .141 .095 .191* -.070 .256** -.197* -.077
主観的幸福感（満足感） .216* .294** -.466** .492** -.125 -.229**
主観的幸福感（自信） .211* -.290** .138 .030 -.133
主観的幸福感（達成感） -.408** .229* -.055 .003
主観的幸福感（失望感） -.413** .011 .199*
夫婦関係満足度 -.156 -.188*
女性の家庭志向 .332**











 モ デ ル の 適 合 度 指 標 に つ い て 、 χ 2(13,=117) ＝ 3.78, p=.99, CFI=1.00, 
RMSEA=.00 と十分な値が示された。結果を図 1 に示す。  
 
 
χ 2(13,=117)＝ 3.78, p=.99, CFI=1.00, RMSEA=.00  
















1.  育児ストレスにおける母親の年齢別比較  
 母親の年齢を平均年齢の±1SD で 3 群に分け、各群（ 3 水準）の 1 要因分散
分析を行った結果、育児ストレスに有意な差異は見られなかった。また、そ
の他の育児家事満足度や父親の得点などの要因にも有意な差異は見られな















子どもの年齢（ 0~5 ヶ月と 6~24 ヶ月）の 2 群で母親の心理的要因につい
て t 検定を行った結果、育児ストレスに有意な差異は見られなかった。しか
し母親としての満足度には 1%水準で有意に 6~24 ヶ月群の方が高かった。
これは初めての子どもを持つ母親が育児に慣れてくる時期は 6.3 カ月とい



















































第 5 章 研究Ⅱ 方法  
 
1.  調査対象  
 近畿地方の保育園 1 園、子育て広場 1 ヶ所、保健センター 2 ヶ所（ 4 カ月健
診・1 歳半健診）、その他紹介により 0 カ月 ~24 カ月の子どもを持つ調査協力に
同意が得られた母親を対象に質問紙調査を行い、その内インタビューへの協力
を得られた 15 名の協力者に 25 分程度の半構造化面接のインタビュー調査を行
った。協力者の年齢は 25～ 36 歳（平均年齢 29.7 歳、SD＝ 3.10）であった。  
 





表 11 ガイド項目  
①  育児家事をされていてなにか不安や不満なことはありますか。  
②  育児家事をされていて苦労していることはありますか。  
③  育児家事をご主人と協力して行うには何が大切だと思いますか。  
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